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「関西電力管内および中西日本全体における

今夏の電力需給状況について

（平成24年9月14日 資源エネルギー庁資料）



１．今夏の関西電力管内の需給状況の検証

2,992万kW

8月3日（金）
ピーク時供給電力

大飯再起動がなかった場合

① 関西電力管内で今夏の最大需要を記録した8月3日（金）の予備率は+11.6%。
② 大飯発電所の再起動がなかったとすると、関西電力管内の予備率は+2.7%となる。これでは、瞬間的な
電力の需要変動に対応するために必要な予備率「+3%」を下回ってしまう。

8月3日（金）の実測値
関電管内予備率：+11.6%（+310万kW）

大飯再起動がなかった場合
関電管内予備率：+2.7%（+73万kW）

8月3日（金）今夏最大需要
（最高気温36.7℃）

▲237万kW（大飯118×2機+1（出力増））

2,682万kW

8月3日（金）今夏最大需要
（最高気温36.7℃）

＋310万kW
予備率：＋11.6% ＋73万kW

予備率：＋2.7%

2,682万kW

（参考）バランス停止させていた火力発電を起動させることに
よる供給力の増加+38万kWと、大飯の再起動がな
い場合の揚水発電の供給力の減少▲47万kWとを
加味すると、予備率は+2.4%（+64万kW）。

2,755万kW
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２．今夏の中西日本の需給状況の検証

① 8月3日（金）の中西日本全体の予備率は+11.4%。
② 大飯発電所の再起動がなかったとすると、中西日本の予備率は+8.6%。
③ 「大飯再起動がなくても、中西日本で電力融通すれば電力は足りた」との指摘があるが、この余力は、
（A）「想定を上回る供給増」と（B）「節電目標を上回る需要減」の結果。

9,714万kW

8月3日（金）
ピーク時供給電力

大飯再起動がなかった場合

8月3日（金）の実測値
中西日本予備率：+11.4%（+991万kW）

大飯再起動がなかった場合
中西日本予備率：+8.6%（+754万kW）

8月3日（金）の需要

8,723万kW

＋991万kW
予備率：＋11.4%

▲237万kW（大飯）
＋754万kW
予備率：＋8.6%

8月3日（金）の需要

8,723万kW

（参考）バランス停止させていた火力発電を起動させることに
よる供給力の増加+147万kWと、大飯の再起動がな
い場合の揚水発電の供給力の減少▲47万kWとを加
味すると、予備率は+9.8%（+854万kW）。

9,477万kW
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２－（A) 想定を上回る供給増

① 今夏の中西日本では、想定を上回る供給増があった。

② これらの予測できない増要因がなかったとすると予備率は+2.2%となり、瞬間的な電力の需要変動に
対応するために必要な予備率「+3%」を確保できない事態となっていた可能性がある。

（イ）発電所のトラブルによる計画外停止が昨年より減少－発電所の状況・偶発性の結果

今夏平均 今夏8月3日実績 昨夏平均 昨夏最大 今夏8月3日実績－昨夏最大

▲123万kW ▲8万kW ▲255万kW ▲420万kW(7/20) +412万kW

（ロ）想定以上の水力発電供給増－降雨量の増加によって出水に恵まれた結果

8月3日実績 需給検証委想定※ 今夏8月3日実績－想定
845万kW 752万kW +93万kW

（ハ）想定以上の太陽光供給増－日射量に恵まれた結果

8月3日実績 需給検証委想定※ 今夏8月3日実績－想定

82万kW 27万kW +55万kW

供給増の要因分析

中西日本の予備率 ：+8.6%（+754万kW） +2.2%（+194万kW）
（参考）バランス停止させていた火力発電を起動させることによる供給力の増加+147万kWと、上記の要因

がなかった場合の揚水発電の供給力の減少▲100万kWとを加味すると、予備率は+2.8%（+241万
kW）となり、やはり予備率「+3%」を確保できない事態となっていた可能性がある。

※：これら供給力は、天候によって左右され
るため、確実に見込める分として、8月の
下位5日の平均出水量の過去30年平均
（太陽光については日射量の過去20年平
均）等で厳しめに評価。

大飯再起動がな
かった場合

更に上記の要因
がなかった場合
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２－（B) 節電目標を上回る需要減

① 需要面では、概ね節電目標を上回る需要減を達成。

② この要因としては、（イ）国民の皆様の節電へのご協力に加え、以下の要因が考えられる。

需要減の要因分析

（ロ）猛暑日（35℃以上）が一昨年の半分以下
－気温の累積効果等による需要の押し上げ要因が少なかった

（ハ）平年に比べ最大需要が猛暑時間帯から夕方等にシフト
－計画調整契約の増加により、猛暑時間帯の需要が抑えられた

中部 北陸 関西 中国 四国 九州

今夏の猛暑日数（平均気温）※3 11日（33.1℃） 4日（31.6℃） 12日（33.1℃） 9日（32.4℃） 1日（32.3℃） 5日（32.5℃）

一昨年の猛暑日数（平均気温）※3 20日（32.2℃） 3日（31.7℃） 24日（33.8℃） 20日（33.1℃） 7日（32.6℃） 21日（33.3℃）

※1：各電力会社による7・8月分の推計（暫定値）。 ※2：生産活動に支障の場合は▲5%以上。

8月3日実績 需給検証委想定 実績と想定との差

計画調整契約
の実行量
（中西日本）

▲318万kW ▲223万kW ▲95万kW

中部 北陸 関西 中国 四国 九州

節電目標（大飯再起動後） 数値目標なし 数値目標なし ▲10%以上※2 数値目標なし ▲5%以上 ▲10%以上
今夏の需要減※1

一昨年比
▲6.1% ▲6.0% ▲11.1% ▲5.0% ▲8.6% ▲9.5%

※4：関西電力管内の7・8月分の実績。（土日、祝日、お盆を除く。）
※5：関西電力管内の7・8月分の過去5年間の実績。 （土日、祝日、お盆を除く。）

※3：中西日本の7・8月分の実績。

最大需要
記録時間帯

11～12時 13～16時 16時～

今夏※4 17%（7日） 54%（22日） 29%（12日）

過去５年平均※5 16% 75% 8%

４



１．8月3日の関西電力管内の予備率は+11.6%。
大飯発電所の再起動がなかったとすると、関西電力管内の予備率は+2.7%となり、瞬間的な電力の需要
変動に対応するために必要な予備率「+3%」を確保できなかった。

２．この日の中西日本全体の予備率は大飯再起動がなかったとしても+8.6%なので、「大飯再起動がなくても、
中西日本で電力融通すれば電力は足りた」との指摘がある。
しかし、この中西日本の余力は、「想定を上回る供給増」及び「節電目標を上回る需要減」によるもの。

（１）想定を上回る供給増
（イ）発電所のトラブルによる計画外停止が昨年より減少－発電所の状況・偶発性の結果
（ロ）想定以上の水力発電供給増－降雨量の増加によって出水に恵まれた結果
（ハ）想定以上の太陽光供給増－日射量に恵まれた結果

（２）節電目標を上回る需要減
（イ）国民の皆様の節電へのご協力
（ロ）猛暑日が一昨年の半分以下
（ハ）計画調整契約の実行量の増加等により、平年に比べ最大需要が猛暑時間帯から夕方等にシフト

３．供給面で、仮に大飯発電所を再起動せず、「想定を上回る供給増」もなかったとすると、中西日本で電力
融通しても、瞬間的な電力の需要変動に対応するために必要な予備率「+3%」を確保できない事態となっ
ていた。

４．需要面でも、仮に一昨年並の猛暑日数だったり、最大需要の時間帯のシフトが小さかったりした場合には、
需要が増加し、需給がひっ迫していた可能性がある。

５．これらを考えると、需給ひっ迫の事態を招かないよう備え、国民生活を守るという観点からは、大飯再起動
は妥当な判断だったと認識。

３．今夏の需給状況に関する現時点での総括 ５


